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自然堤防分布地での 3次元地質モデル 

新和設計株式会社 ○菅野 寿洸，遠藤 真哉 

 

1. はじめに 

米沢盆地北縁部の蛇行原では湖成堆積物である粘性土

が主に堆積し，吉野川が作る自然堤防や後背湿地の堆積

物が累重している 1）．このような内陸盆地内に分布する

粗粒土（礫や砂）は河成であり，当時の河床堆積物や自

然堤防からなる．2 次元の地質断面図においてはボーリ

ングで得られた同深度に分布する砂層と砂層を同じ岩相

として機械的に結んだものが散見される． 

BIM/CIM における 3 次元地質モデル作成においては，

堆積環境や堆積プロセスを反映したモデルが重要である

2)，3)．地盤中の堆積体 4)を 3 次元でモデリングするには

一般的な地質調査で得られるボーリングデータの数量に

限りがあることが多く詳細なモデリングは難しい．本論

は礫～砂層の 3 次元地質モデル生成を検討するにあたり，

自然堤防の形成過程（堆積プロセス）に着目した．礫～

砂層の 3 次元地質モデル（堆積体）は，表層の微地形を

上面の形状とし，自然堤防に区分されている箇所で実施

されたボーリングデータによる礫～砂層の分布を自然堤

防の下限深度としモデリングを行うものである． 

 

2. 検討地の地形・地質 

検討地は，米沢盆地の北縁部である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 検討地（地理院地図に加筆） 

 米沢盆地北縁部では山地の出口から宮内扇状地があり

扇状地東縁部を吉野川が南東に流下し，扇端部の先に氾

濫原があり自然堤防を形成している．検討地の微地形区

分図 5)を以下に示した． 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 微地形区分図 

3.  自然堤防の地形・地質 

氾濫原で形成される自然堤防の模式図6)を以下に示し

た． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 自然堤防の模式図 

 自然堤防は河川の流路に沿って，その両側で帯状にの

びる微高地で，大出水の度に流路からあふれた流路物質

（礫～砂）が堆積して形成され，更に，自然堤防の外側に

は細粒分が堆積し後背湿地を形成した6)． 

 検討地は米沢盆地に位置し，主体的に湖成の細粒分が

堆積している環境に，河川流路に沿って自然堤防と後背

湿地が形成される堆積環境が繰り返されていると考えら

れている1)．自然堤防と後背湿地は同時異相の関係にあ

り，地質断面としては指交関係がある． 

 

4. 微地形区分とボーリングによる3次元地質モデル 

表層の自然堤防分布は既述の地形区分図を参照し，既

往ボーリングは国土地盤情報データベース7)を参照し

た． 

国土地盤情報データベースの位置図に微地形区分によ

る自然堤防を重ねて以下に示した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 検討地の自然堤防と既往ボーリング 

 図中赤色丸内にある既往ボーリングデータから地盤中

の礫～砂層の分布を参照した． 

検討地の3次元地質モデルは Geo-Graphia3（地層科学

研究所）8)を用いて生成した．表層の点群データは基盤地

図情報サイト9)からダウンロードし，サーフェスモデル

を生成した上で既述の微地形区分を参照して自然堤防

（堆積体）の形状を設定した．地盤中の自然堤防の形状は

ボーリングデータの表層から確認された礫・砂層を一括
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して自然堤防構成層と設定した．自然堤防形成過程を参

照し，吉野川流下方向に帯状を呈し，河川横断方向には

レンズ状（本来は指交関係でギザギザの地質境界を呈す

るが，液状化検討を想定して安全側に設定）の形状を，

ソフト上（3次元）で行った． 

 

5. 3次元地質モデル（サーフェスモデル） 

表層地形(微地形)のサーフェスモデルを以下に示し

た． 

 
図-5 表層地形(微地形)のサーフェスモデル 

下流方向から見た表層と砂層下面のサーフェスモデル

を以下に示した． 

 

 

図-6 表層地形と砂層下面のサーフェスモデル 

図-6は、西縁の微地形区分境界付近まで砂層下面のサ

ーフェスモデルを延長した地質モデルになる． 

下流方向から見たボーリングモデルを以下に示した． 

 

図-7 砂層の岩相(ボーリングモデル) 

上流方向から見た自然堤防のサーフェスモデルを示し

た． 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 自然堤防のサーフェスモデル 

図-8の上面形状は微地形区分で,下面形状はボーリン

グデータの砂層下限であり,両サーフェスモデルで挟ま

れた空間が自然堤防(砂層)である． 

 

6. まとめ 

内陸盆地氾濫原における砂層の3次元地質モデル生成

を試みた．砂層は自然堤防からなるので，自然堤防形成

過程を考慮した地質モデルとした．表層の微地形区分を

上面形状とし，微地形区分が自然堤防の箇所で行われた

ボーリングデータの砂層下限を下面形状のサーフェスモ

デルとした．微地形区分とボーリングの併用により浅層

の3D 地質モデルが生成できた． 
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